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修士論文要旨
１．序論
　本研究の「高校数学の音声講義配信とその評価」では最
大限にオンデマンド授業の良さを活かし、オンデマンド授
業の欠点が最小限になることを目指す。
　よって、本研究では、いかに効率よく数学をeラーニン
グにおいて学ぶかを、既存のツールである「dropbox」を
利用し、インターネットを用いた学習が受講生にとってど
のように効果があるのか、また受講生がどのように効果が
あると感じているのかを調査することを研究の目的とする。
２．方法
　情報技術の発展により、受験勉強の方法も従来の紙形式
の参考書や塾での講義形式によるから、インターネットを
取り入れた方法へとシフトしつつある。
　従来の受験勉強の方法にインターネットを取り入れると
より一層効率のよい学習が出来るのではないかと考えた。
　使用システムは、既存のツール、dropboxを使用した。
　今回は、実際にdropboxを用いて学習を配信している塾
に協力して頂くことができ、そこにおいて私の音声講義を
配信した。
　その塾の生徒は有料にて私の講義を聞くという形で、実
際の講義の中に私、浅井千恵の数学の講義も一緒に配信し
て頂くことができた。
　音声講義を用いた理由としては、安価で制作が可能であ
り、安価で受講生に提供出来るからである。
３．結果
　実験日時は、2012年８月－12月末（ただし、講義は２月
末まで継続）であった。実験機材は、インターネットの繋
がったパソコンを使用した。
　被験者は2013年度大学入試受験者の約70名である。授業
方法は、２種のdropbox（「二次試験対策　dropbox」、「セ
ンター試験対策dropbox」）を用いた音声講義を用いた。学
習内容は、高校数学（二次試験対策の数学、センター試験
対策の数学）である。配布資料は、補助プリント各回に10
～20枚を用いた。
　講義は音声講義のため、通常の教室での対面形式の授業
や、動画を用いたビデオ講座のように黒板を使っての問題
解説が出来ないため、その分を補助プリントで補った。
　配信講義を聞いていたか、配信講義を聞いたのは配信さ
れたとの告知があってからどのぐらいか、印象に残った分
野・効果のあった分野、使用教材についてはどうであった
か、音声講義ならではの良さ、補助プリントはどうであっ
たかを生徒にインタビューした。
　全員に対して上記の項目を聞くことを目標にしたが、生
徒との話しの流れにより、より深く掘り下げて聞いたり、他
の項目についてもインタビューを行った。
　インタビュー内容は、ICレコーダーに録音し、内容を全
て書き起こした。単語やカテゴリー分けに必要な語句だけ
でなく、インタビューの臨場感が第三者に伝わるようにす
べてを書き起こした。
４．結論
　受講生の電話インタビューの結果を踏まえても、音声講
義のデメリットよりも音声講義のメリットを感じている受
講生が多いように感じた。
　私の音声配信講義を受講していた受講生は、この音声講
義だけを用いて受験勉強をしているのではなく、この音声
講義は副材料として受験勉強をしている受講生が多かった。
つまり、大手の学習塾に通いながら、この音声講義を用い
ている受講生が多かった。
　このようなインターネットの学習面においての大活躍を
期待したい。
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